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第２学年＊組 国語科学習指導案

活動場所 国語科教室，国語メディア

指導者（Ｔ１） 井上 秀次

（Ｔ２） 播田實 竜大

国語科における 話合い活動を通して，自分の考えを広げ，深める指導の工夫

テーマ

１ 単元名 自分の考えが広く社会に伝わるように，文章の構成を工夫して書こう-少年の主張○○中大会-

２ 単元について

本単元では，言語活動として「社会生活の中で感じたことや考えていることを広く社会に伝えるために，

文章の構成を工夫して主張文にまとめる」ことを位置付けた。説得力のある主張文にするためには，題材

に関する興味・関心等を醸成しながら目的意識や相手意識を明確にし，書くことの必然性を高めていくこ

とが必要である。また，自分とは異なる考えをもった相手がいることも想定するなど，より広い視野に立

って主張文を書くことは，相手に自分の考えを効果的に伝えることができる文章の構成や段落の展開につ

いて考えを深める上で重要である。したがって，本単元でねらう「目的や意図に応じて，社会生活の中か

ら題材を決め，多様な方法で集めた材料を整理し，伝えたいことを明確にすること。｣（Ｂ書くことア）

及び「伝えたいことが分かりやすく伝わるように，段落相互の関係などを明確にし，文章の構成や展開を

工夫すること。｣（Ｂ書くことイ）を実現するのにふさわしい言語活動であると考えた。

本学級の生徒は，昨年度の「書くこと」の学習において，二項対立のテーマについて根拠を明確にして

意見文を書く活動に取り組んだ。その結果，自分の立場や考えを明らかにし，段落の役割を考えて文章を

構成することができるようになった。一方で，考えの根拠となる事実や事柄の扱い方については，多面的

な視点で捉えたり，重要な部分を引用したりするという点で課題が見られた。これまでの「書くこと」の

学習では，書く内容の中心が明確になるように，段落の役割などを意識して文章の構成や展開を考えるこ

とに重点を置いた指導を行ってきたが，これからは，収集した情報を観点に沿って比較，分類，関係付け

などをしながら根拠としての信頼性や妥当性を高めることができる能力を育成するための指導を行う必要

があると考え，本言語活動を位置付けた。

単元の導入場面においては，前年度の「少年の主張大会」の映像や入賞者の主張文を提示する。この手

立てにより，主張文を書く活動への意欲を高めるとともに，主張文にまとめるまでの学習過程や，ここで

身に付けていく能力について見通しをもたせられるようにする。（課題との対話）次に，主張文を通して

広く社会に伝えたい内容について明確にするために，テレビや新聞，インターネットなどで報道されてい

る社会の様々な出来事の中から関心度の高いものを選択し，タブレットＰＣのカメラ機能やスクリーンシ

ョット機能を活用して「電子スクラップ」として保存する。その際，論理的思考・表現のツールである，

「三角ロジック」を基にしたワークシートを活用し，伝えたい内容を，根拠・理由・主張の三つの要素に

整理する。そして，収集した電子スクラップと三角ロジックのワークシートを基に，説得力のある主張文

になり得るかどうか，グループで検討する。題材とする内容が同じ生徒同士の交流と，異なる生徒同士の

交流とを２段階で設定することで，収集した情報の信頼性や妥当性，論証の方向性について，多面的・多

角的な視点から考えることができるようにする（仲間との対話）。続く，構成の検討の段階では，構想を

可視化する「文章構成作戦板」を活用し，目的や意図に沿うように文章の構成を工夫して書く活動を行う。

考えの形成，推敲の段階では，より分かりやすい語句を選択しながら書くことができるように，「語句変

換シート」を活用する。最後に，共有の段階として「少年の主張○○中大会」を開催し，収集した情報の

活用の仕方や文章の構成の工夫等の観点から，グループで主張文の相互評価を行う。ここでは，本単元で

身に付けた能力を日常生活や社会生活で活用する場面についても想起できるようにする（自分との対話）。

このように，社会生活の中で感じたことや考えていることを広く社会に伝えるために，文章の構成を工夫

して主張文にまとめることは，話合い活動を通して，自分の考えを広げ，深める指導の工夫というテーマ

を具現化した有効な言語活動であると考え，本単元を設定した。
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３ 単元の目標

○ 読み手に自分の考えやその根拠などを効果的に伝えるための文章の構成や展開について，理解を深め

ることができる。 （知識及び技能）

○ 自分の考えが広く社会に伝わるように，段落相互の関係を明確にし，文章の構成や展開を工夫して書

くことができる。 （思考力，判断力，表現力等）

○ 社会生活の中の事柄やその背景などに関心を持ち，客観的に分析して自分の考えを広げたり深めたり

しようとする。 （学びに向かう力，人間性等）

４ 単元の指導計画と評価計画（10時間扱い）

次 時 学習課題 評価規準・（評価方法）

一 １ 自分の考えを広く社会に伝える文章を書く 〔主体的に学習に取り組む態度〕

ためには，どのような工夫が必要になるだろ ・自分の考えが広く社会に伝わるように構成を工夫

う。 して主張文を書く方法について，見通しをもとう

としている。 （学習計画表の記述内容）

二 １ 社会生活の中で関心度の高い事柄につい 〔主体的に学習に取り組む態度〕

て，タブレットＰＣを活用して「電子スクラ ・社会生活の中の事柄やその背景などに関心を持ち,

ップ」として収集しよう。 客観的に分析して自分の考えを広げたり深めたり

しようとしている。

（電子スクラップの収集状況）

２ 収集した情報を基に，主張文で伝えたい内 〔思考・判断・表現（書く能力）〕

容を「三角ロジック」の三つの要素（根拠・ ・収集した情報を基に，伝えたい内容を根拠・主張

主張・理由）に整理してまとめよう。 ・理由の三つの要素に整理している。

（ワークシートの記述内容）

３ 電子スクラップと三角ロジックをお互いに 〔思考・判断・表現（書く能力）〕

本 比較し，説得力のある主張文にするための工 ・収集した情報の信頼性や妥当性，論証の方向性な

時 夫について自分の考えをまとめよう。 ど，主張文の説得力を高めるための工夫について

自分の考えをもっている。

（交流の様子，ワークシートの記述内容）

４ 読み手に自分の考えやその根拠などを効果 〔知識・技能〕

的に伝えるための文章の構成や展開につい ・読み手に自分の考えやその根拠などを効果的に伝

て，「文章構成作戦板」にまとめよう。 えるための文章の構成や展開について，理解を深

めている。 （文章構成作戦板の内容）

５ 自分の考えが効果的に伝わるように，「語 〔思考・判断・表現（書く能力）〕

・ 句変換シート」を活用してより分かりやすい ・自分の考えが効果的に伝わるように，説明や具体

６ 語句を選択したり，文章の構成や展開を工夫 例を加えたり，文章の構成や展開を工夫したりし

したりしながら主張文を書こう。 ながら主張文を書いている。 （主張文の内容）

７ 読み手の立場に立って主張文を読み返し， 〔思考・判断・表現（書く能力）〕

・ より効果的な表現になるように文章を整えて ・読み手の立場に立って，表現の効果などを確かめ

８ 書こう。 て，文章を整えている。

（交流の様子，主張文の内容）

三 １ 「少年の主張○○中大会」を通してお互い 〔主体的に学習に取り組む態度〕

の主張文の良さや改善点について交流し，文 ・文章の構成の工夫をどのように行うことができた

章の構成の効果について考えをまとめよう。 か，また，学習したことをどのような場面で生か

すことができるかについて，考えをもとうとして

いる。 （交流の様子，ノートの記述内容）

５ 本時の学習

（１）目標

電子スクラップと三角ロジックを互いに比較する活動を通して，収集した情報の信頼性や妥当性，論

証の方向性など，主張文の説得力を高めるための工夫について自分の考えをもつことができる。
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（２）準備・資料

・タブレットＰＣ ・三角ロジックのワークシート ・ホワイトボード ・プロジェクター

（３）板書案

＜三角ロジック＞ ＜電子スクラップ＞

根拠☆☆☆☆

成人年齢18歳に

改正民法衆院本会議で可決

理由☆☆☆☆

成人（せいじん）

主張☆☆☆☆

（４）学習の場

・全体の学習…国語科教室

・電子スクラップ及び三角ロジックのワークシートを基にした２段階の交流…３年＊組ＨＢ，国語科

教室，国語メディア

国語メディア

※交流①（同じ題材のグループ）

交流①・Ａ 交流①・Ｃ 交流②（異なる題材のグループ）

交流②・Ｈ 交流①・Ｂ 交流②・Ｊ 交流①・Ｄ

交流②・Ｉ 交流②・Ｋ

３年＊組ＨＢ

国語科教室 交流①・Ｅ

黒 ○学習課題の確認 交流②・Ｌ

○ｸﾞﾙｰﾌﾟの考えの共有 交流①・Ｇ

板 ○振り返り 交流②・Ｎ

←プロジェクター 交流①・Ｆ

交流②・Ｍ

←ホワイトボード

（５）展開

学習活動（予想される生徒の姿）・内容 指 導 上 の 留 意 点 と 評 価

１ 前時の活動を振り返る。 ・前時までの言語活動及び身に付けた能力について振り
返ることができるように，電子スクラップ及び三角ロ
ジックのグッドモデルを拡大して提示しておく。

２ 本時の学習課題を確かめる。 ・タイムプロットカードを黒板に掲示し，学習計画表と
併せて確認することで，課題解決の道筋及び身に付け

電子スクラップと三角ロジックをお互 る能力について見通しをもてるようにする。
いに比較し，説得力のある主張文にする ・活動に円滑に取り組めるようにするために，交流①及
ための工夫について自分の考えをまとめ び交流②の場の設定については，事前に行っておく。
よう。
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・今の自分が何をすべき
かを考えながら，自分
の目指す｢大人｣に近付
けるよう努力したい。

・成人年齢が18歳に引き
下げられる法案の可決

・｢大人｣と｢成人｣の意味
・生活の中で見られる自
分の｢甘さ｣

・今の自分の甘さを捨て，
行動を変えていかない
と，社会の一員として
求められる｢大人｣にな
ることはできない。 法律上の権利・義務などの

観点から見て，社会の一員
とされること。
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３ 同じ題材のグループで電子スクラップと ・交流①で使用する電子スクラップと三角ロジックにつ
三角ロジックを互いに比較する。 いては並べて確認し合うことで，比較のための観点を
（交流①） より明確にできるようにする。

（１）電子スクラップと三角ロジックを使っ ・電子スクラップのどの部分に着目すべきか確認し，信
て，主張文の論証の方向性について説明 頼性や妥当性等を考える上での手掛かりとさせる。
する。 ・Ｔ１，Ｔ２がそれぞれ担当するグループを事前に決め
・テレビのニュースで報道されていた「成人年齢 ておき，各グループの学習状況に応じた指導助言を効
の引き下げ」について気になったので，関係の 率よく行えるようにする。
ある情報をインターネットで探した。 ・電子スクラップについては，どの部分に着目したのか
・「大人になる」ために何が必要か，自分の生活 が明確になるように，タブレットＰＣのペン機能で印
を見直して結論を出すことができた。 を付けたり線を引いたりするよう指示する。

（２）収集した情報の価値や論証の方向性の ・三角ロジックについては，根拠・主張・理由それぞれ
是非について意見を述べ合う。 の納得の度合いを４段階で相互評価することで，論証
・インターネットだけでなく，新聞やテレビでど の方向性が正しいかどうか考えられるようにする。
のように報道されていたかについても調べてお ・交流が円滑に進まないグループには，「理由」の部分
いた方がいい。 に注目し，「根拠」と「主張」を結び付ける役割を果
・「理由」の部分ががはっきりと書かれているか たしているかどうか考えるよう助言する。
ら，この主張文を通して何を伝えたいのかがよ

く分かる。

４ 異なる題材のグループで電子スクラップ ・様々な相手を想定して主張文を書くことを確認し，説
と三角ロジックを互いに比較する。 得力について広い視点から捉えられるようにする。
（交流②） ・電子スクラップとして収集された情報についても，よ

（１）交流①で出された意見等を踏まえ，電 り分かりやすい言葉を使って詳しく説明する必要があ
子スクラップと三角ロジックを使って主 ることを確認する。
張文の論証の方向性を説明する。 ・自分とは異なる意見をどのように受け止め，さらにど

（２）不特定の読み手を想定した「説得力を のように反論するかについて，三角ロジックの中であ
持たせるための工夫」について，グルー る程度想定しておくよう助言する。
プの意見をまとめる。
・根拠として選んだ事柄について詳しく知らない 〔思考・判断・表現（書く能力）〕
人がいることも予想されるため，分かりやすい ・収集した情報の信頼性や妥当性，論証の方向性な
言葉を選んで説明する必要がある。 ど，主張文の説得力を高めるための工夫について

・自分とは反対の意見の人がいることも想定して 自分の考えをもっている。
それに対する反論も「理由」の中で述べていか （交流の様子，ワークシートの記述内容）
なければ，説得力は高くならない。

【努力を要する生徒への働きかけ】
・電子スクラップの情報や三角ロジックの三つの要
素が不足している場合と比較してみるよう助言す
る。

５ 各グループに共通する，「説得力のある ・交流①，交流②を通して評価の高かった電子スクラッ
主張文にするための工夫」について全体で プや，論証の方向性が明確な三角ロジックのワークシ
まとめる。 ートを全員で確認することで，「説得力のある主張文

・収集した情報からより確かなものを選び，根拠 にするための工夫」について共有できるようにする。
・理由・主張が「三角ロジック」で結び付くよ ・まとめられた，「説得力のある主張文にするための工
うに構成することが大切だ。 夫」については文章の構成や展開の工夫にもつながる

という点を押さえ，次時の活動に生かせるうにする。

６ 本時の学習課題について振り返る。 ・「自分との対話」がより深まるよう，本時の学習課題
①言語活動を通して分かったこと，でき について振り返るための観点を具体的に示す。
るようになったこと ・次時の学習では考えやその根拠などを効果的に伝える

②交流で考えが広がったり深まったりし ための構成や展開について文章構成作戦板にまとめる
たこと ことを伝え，見通しをもって臨めるようにする。

③次時で力を入れて取り組みたいこと


